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１７

当
初
計
画
は
、１
万
２
０
０
０
人
で
進

め
ら
れ
た
。
現
在
、
大
里
、
薬
谷
地
区

は
急
激
な
人
口
増
で
、そ
の
人
口
に
達

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、水
道
水
の
安

定
供
給
に
つ
い
て
の
見
解
は
。
ま
た
、

水
府
、里
美
地
区
に
お
け
る
簡
易
水
道

の
上
水
道
化
は
考
え
て
い
る
の
か
、取

水
権
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
、今
後
の
水
道
計
画
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

　　
水
道
部
長
　
水
道
事
業
統
合
基
本
計
画

を
策
定
中
で
あ
る
。中
間
で
の
考
察
で
は
、

平
成
32
年
度
、
15
年
後
で
、
１
日
最
大
給

水
量
が
６
９
０
０
ト
ン
で
、
現
在
の
認
可

計
画
給
水
量
５
０
０
０
ト
ン
に
対
し
て
１

９
０
０
ト
ン
不
足
す
る
も
の
と
推
定
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
平
成
23
年
度
に
は
約
１

日
５
０
０
ト
ン
の
水
が
不
足
す
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
第
８
次
拡
張
事
業
の
新
設

浄
水
場
よ
り
里
川
右
岸
の
配
水
池
を
経
由

し
て
、
久
米
浄
水
場
連
絡
管
に
よ
り
供
給

す
る
計
画
と
し
て
い
る
。

　
簡
易
水
道
の
上
水
道
化
に
つ
い
て
は
、

水
道
事
業
に
比
べ
、
特
に
簡
易
水
道
事
業

は
国
庫
補
助
採
択
基
準
が
上
水
道
よ
り
も

非
常
に
緩
や
か
で
、
補
助
率
も
有
利
で
あ

る
の
で
、
事
業
統
合
に
対
し
、
国
庫
補
助

事
業
を
有
効
に
活
用
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
ま
た
、
地
形
的
な
問
題
も

あ
り
、
水
源
の
確
保
が
非
常
に
難
し
い
と

い
う
こ
と
も
あ
る
。

　
そ
う
い
う
中
で
、
簡
易
水
道
事
業
で
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
経
営
す
る
こ
と
が

最
善
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

事
業
を
踏
ま
え
、合
併
調
整
方
針
で
も
、現

行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ
経
営
を
す

る
と
し
て
い
る
。

　
次
に
、
水
利
権
に
つ
い
て
は
、
水
府
地

区
へ
の
貯
留
権
は
、
竜
神
ダ
ム
に
３
６
２

８
ト
ン
、
そ
の
う
ち
上
水
道
と
し
て
１
日

３
０
２
４
ト
ン
、
そ
の
う
ち
、
取
水
許
可

量
１
５
５
４
ト
ン
。
未
使
用
分
は
１
４
７

０
ト
ン
で
あ
る
。
ま
た
、
工
業
用
水
と
し

て
６
０
４
ト
ン
の
権
利
を
有
し
て
い
る
。

里
美
地
区
で
の
水
利
権
は
な
い
。

　
今
後
の
簡
易
水
道
事
業
の
計
画
は
、
現

在
、
簡
易
水
道
事
業
統
合
基
本
計
画
の
策

定
中
で
あ
る
。
今
の
段
階
で
推
計
し
た
結

果
、
１
人
当
た
り
の
使
用
水
量
は
伸
び
る

も
の
の
、人
口
の
減
少
割
合
が
多
い
た
め
、

水
需
要
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
、
現
有
浄
水
施

設
能
力
で
給
水
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
水
府
地
区
は
、
配
水
池
容
量

の
不
足
の
た
め
、
拠
点
給
水
所
の
整
備
を

里
美
地
区
も
含
め
て
整
備
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
給
水
コ
ス
ト
の
意
識
も
重
要
な

要
素
で
あ
る
の
で
、
将
来
的
に
は
公
営
企

業
法
の
適
用
も
含
め
て
慎
重
に
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
う
。

　
１
　

常
陸
太
田
市
行
政
改

　
　
革
大
綱
に
つ
い
て
の

　
　
考
察

　
行
政
改
革
の
基
本
理
念
の
中
で
、意

思
決
定
や
本
庁
と
支
所
に
お
い
て
平
行

的
に
執
行
、
ま
た
、
常
陸
太
田
市
土
地

開
発
公
社
は
十
二
月
議
会
で
廃
止
が
議

決
さ
れ
て
い
る
が
廃
止
を
含
め
抜
本
的

改
革
を
積
極
的
に
取
り
組
む
と
表
現
さ

れ
て
い
る
理
由
、
給
与
の
適
正
化
、
職

務
、職
責
に
応
じ
た
俸
給
構
造
へ
の
転

換
に
つ
い
て
、企
業
職
員
の
給
与
の
適

正
化
、
行
政
職
、
技
能
職
の
格
差
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　　
市
長
　
行
革
大
綱
の
中
に
示
し
た
意
思

決
定
の
表
現
は
、
議
決
の
内
容
を
た
が
え

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
実
行
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
趣
旨
を

踏
ま
え
て
、
住
民
の
多
様
化
す
る
行
政
需

要
に
、
迅
速
、
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
行
政
組
織
の
機
構
改
革
を
行
っ
て
い
く

目
的
で
、
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
「
組
織
の
合
理
化
及
び
平
行
的
執

行
」
の
意
味
は
、
現
在
の
組
織
機
構
は
、
各

地
区
に
事
業
担
当
課
が
そ
れ
ぞ
れ
配
置
を

木
村
徳
二
議
員

さ
れ
、
建
設
事
業
、
農
政
事
業
等
を
実
施

し
て
い
る
。
事
務
担
当
課
の
組
織
及
び
人

員
を
集
約
し
て
効
率
化
を
図
る
意
味
に
お

い
て
、「
合
理
化
及
び
平
行
的
執
行
」
と
い

う
言
葉
を
使
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
土
地
開
発
公
社
の
廃
止
も
含
め
抜
本
的

な
改
革
を
検
討
と
い
う
表
現
は
、
行
革
大

綱
は
、
１
月
に
発
効
し
て
い
る
が
、
12
月

定
例
議
会
で
公
社
の
廃
止
の
議
決
後
、
県

知
事
に
対
し
て
廃
止
の
許
認
可
の
申
請
を

し
、
１
月
31
日
、
県
知
事
か
ら
廃
止
の
認

可
が
さ
れ
て
い
る
。
１
月
時
点
で
は
、
最

終
の
決
定
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

こ
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
た
。た
だ
し
、廃

止
の
方
向
の
議
決
は
さ
れ
て
い
る
の
で
、

公
社
と
し
て
抜
本
的
な
改
革
と
い
う
表
現

は
適
切
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
も

反
省
し
て
い
る
。

　
次
に
、
給
与
の
適
正
化
に
関
す
る
「
職

務
、職
責
に
応
じ
た
俸
給
構
造
へ
の
転
換
」

に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
る
給
与
構
造
改
革
の
一
環
で
、
職
員
の

職
務
内
容
と
責
任
を
明
確
に
し
、
職
員
の

能
力
評
価
や
目
標
管
理
に
基
づ
く
業
務
評

価
の
導
入
に
よ
り
、
職
員
の
勤
務
成
績
や

実
績
が
給
与
に
的
確
に
反
映
さ
れ
る
給
与

制
度
を
構
築
す
る
も
の
で
、よ
り
一
層
、積

極
的
な
行
政
改
革
の
推
進
に
努
め
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
技
能
労
務
職
の
給
与
の
適
正
化
は
、
国

家
公
務
員
や
他
の
市
町
村
、
民
間
企
業
に

お
け
る
同
種
の
職
員
と
の
均
衡
に
配
慮
し
、
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１６

お
願
い
し
て
お
り
、
保
護
者
へ
の
連
絡
事

項
も
含
め
て
、
原
則
と
し
て
直
接
引
渡
し

と
し
て
い
る
。

　
不
審
者
対
策
は
、
現
在
、
設
置
し
て
い

る
児
童
ク
ラ
ブ
は
学
校
の
敷
地
内
に
あ
る

こ
と
か
ら
、特
別
な
対
策
は
し
て
な
い
が
、

今
後
、
防
犯
ス
プ
レ
ー
等
の
設
置
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
夏
場
の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て
は
、
レ
ン

タ
ル
の
話
も
あ
っ
た
が
、
冷
房
用
エ
ア
コ

ン
の
設
置
な
ど
、
そ
の
辺
も
含
め
て
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
今
後
の
取
り
組
み
は
、
地
域
ニ
ー
ズ
や

小
学
校
の
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
や
、
児
童
の
健
全

育
成
の
観
点
か
ら
内
容
の
充
実
に
つ
い
て

検
討
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
３
　

地
域
審
議
会
に
つ
い
て

　
合
併
に
伴
い
、
旧
金
砂
郷
町
、
水
府

村
、里
美
村
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
地
域

審
議
会
が
設
置
さ
れ
た
が
、
合
併
後
、

こ
の
審
議
会
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
開

催
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
し
て
、
市
長

は
そ
の
諮
問
機
関
と
し
て
、そ
の
重
要

性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て

お
ら
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　　
市
長
　
地
域
審
議
会
は
、
今
日
ま
で
に

４
回
開
催
し
、
第
１
回
は
、
３
地
区
合
同

に
よ
り
、
地
域
審
議
会
及
び
新
市
建
設
計

画
の
概
要
説
明
、
第
２
回
目
は
、
各
地
区

の
主
要
事
業
、
新
総
合
計
画
策
定
の
基
本

方
針
、
第
３
回
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の

統
一
、
２
月
に
は
、
第
４
回
と
し
て
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
、
審
議
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
今
後
も
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
所
掌
以
外

の
事
項
に
つ
い
て
も
審
議
会
会
長
と
協
議

を
行
い
な
が
ら
必
要
に
応
じ
て
開
催
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
開
催
に
当
た
っ
て
は
、
委
員
の

皆
様
の
活
発
な
発
言
を
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
審
議
事
項
に
よ
っ
て
は
資
料
の
事
前

配
付
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
地

域
の
住
民
の
皆
様
へ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

原
則
公
開
で
行
っ
て
い
る
の
で
、
市
か
ら

お
知
ら
せ
版
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
合

わ
せ
て
、
期
間
的
な
問
題
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
地
域
内
の
回
覧
等
を
利
用
し
て
周

知
を
図
り
、
傍
聴
も
勧
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
１
　

常
陸
太
田
市
の
都
市

　
　
計
画
に
つ
い
て

　
金
砂
郷
南
部
地
区
に
当
た
る
大
里
、

薬
谷
地
区
は
、
旧
金
砂
郷
時
代
、
民
間

成
井
小
太
郎
議
員

活
力
を
取
り
入
れ
近
年
、宅
地
開
発
が

進
み
、
小
規
模
開
発
で
、
何
ら
規
制
も

な
く
、道
路
問
題
や
大
雨
時
の
水
害
の

問
題
も
出
て
お
り
、今
後
の
下
水
道
整

備
に
も
支
障
が
あ
る
と
思
う
。
そ
こ

で
、こ
の
地
区
の
都
市
計
画
調
査
の
日

程
、
検
討
内
容
に
つ
い
て
。
ま
た
、
こ

の
地
区
の
農
地
に
対
す
る
規
制
と
都
市

計
画
税
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か

伺
い
た
い
。

　
建
設
部
長
　
都
市
計
画
区
域
外
の
金
砂

郷
地
区
の
薬
谷
、大
里
地
区
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
度
、
現
況
調
査
を
行
い
、
地
区

の
計
画
的
、
合
理
的
な
土
地
利
用
を
図
る

た
め
の
制
限
、
誘
導
等
の
方
策
を
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

　
18
年
度
前
半
、９
月
ご
ろ
ま
で
に
地
区
の

現
況
、基
礎
デ
ー
タ
の
整
理
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
上
位
計
画
、
関

連
計
画
の
把
握
と
い
う
こ
と
で
、新
市
建
設

計
画
、
新
総
合
計
画
、
旧
金
砂
郷
町
の
総
合

計
画
等
か
ら
主
要
な
施
策
を
整
理
す
る
。

　
そ
の
後
、こ
れ
ら
の
調
査
を
も
と
に
、都

市
計
画
の
方
針
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
。
現
況
及
び
各
種
計
画
に
基

づ
く
将
来
動
向
を
考
慮
し
な
が
ら
、
都
市

計
画
の
必
要
性
、
指
定
す
る
場
合
は
、
そ

の
内
容
、
し
な
い
場
合
は
そ
れ
に
か
わ
っ

て
必
要
と
な
る
施
策
に
つ
い
て
整
理
を
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
の
検
討
に
際
し
、
地

域
住
民
、
茨
城
県
、
市
内
部
関
係
課
等
に

対
し
て
説
明
や
協
議
を
行
い
、
合
意
形
成

を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
こ
れ
ら
合
意
形

成
が
な
さ
れ
た
後
に
は
、
都
市
計
画
の
方

針
を
受
け
て
、
施
策
の
推
進
に
必
要
な
説

明
会
あ
る
い
は
公
聴
会
、
法
手
続
等
を
進

め
る
予
定
で
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
農
地
に
対
す
る
規
制
に
つ
い
て

は
、
農
地
の
耕
作
は
、
今
ま
で
ど
お
り
耕

作
す
る
こ
と
に
は
特
に
支
障
は
な
い
。
し

か
し
、
規
制
を
し
た
場
合
、
宅
地
に
す
る

と
か
、あ
る
い
は
開
発
行
為
を
行
う
と
か
、

そ
う
い
う
場
合
に
は
、
当
然
今
ま
で
と
同

じ
よ
う
に
農
地
転
用
と
か
農
業
振
興
地
域

の
除
外
申
請
は
す
る
こ
と
に
な
り
、
都
市

計
画
法
あ
る
い
は
建
築
基
準
法
に
基
づ
い

て
、
指
導
が
当
然
発
生
す
る
の
で
、
開
発

行
為
の
面
積
の
制
限
、
建
築
基
準
法
に
基

づ
く
建
築
確
認
申
請
の
手
続
で
は
、
許
可

制
に
な
ろ
う
か
と
思
う
。

　
都
市
計
画
税
の
課
税
は
、
市
街
化
区
域

に
線
引
き
を
し
た
場
合
は
、対
象
と
な
る
。

し
か
し
、
当
該
区
域
を
そ
こ
ま
で
規
制
す

る
区
域
に
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

調
査
後
、
検
討
し
た
中
で
判
断
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
２
　

上
水
道
事
業
及
び
簡

　
　
易
水
道
事
業
の
計
画

　
　
に
つ
い
て

　
旧
金
砂
郷
地
区
の
水
道
供
給
人
口
の


